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付編１　　　　秋田市御所野台地中位段丘面におけるテフラ分析

株式会社　京都フィッション・トラック

１　試料の分析方法

　以下に処理工程について説明を加える。

(1) 前処理

　まず半湿状態の生試料を適宜採取秤量し、50℃で 15 時間乾燥させる。乾燥重量測定後、２L ビーカ

ー中で数回水替えしながら水洗し、そののち超音波洗浄を行う。この際、中性のヘキサメタリン酸ナト

リウムの溶液を濃度１～２％程度となるよう適宜加え、懸濁がなくなるまで洗浄水の交換を繰り返す。

乾燥後、篩別時の汚染を防ぐため使い捨てのフルイ用メッシュ・クロスを用い、３段階の篩別（60.120，

250mesh）を行い、各段階の秤量をする。こうして得られた 120-250meshu（1/8-1/16mm）粒径試料

を比重分別処理を加えることなく、封入剤（Nd=1.54）を用いて岩石薄片を作成した。

(2) 全鉱物組成分析

　前述の封入剥片を用い、火山ガラス・軽鉱物・重鉱物・岩片・その他の５項目について、１薄片中の

各粒子を無作為に 200 個まで計数し含有粒子数の量比百分率を測定した。

(3) 重鉱物分析

　主要重鉱物であるカンラン石（Ol）・斜方輝石（Opx）・単斜輝石（Cpx）・褐色普通角閃石（BHb）・

緑色普通角閃石（GHb）・不透明（鉄）鉱物（Opq）・カミングトン閃石（Cum）・ジルコン（Zr）・黒雲

母（Bt）・アパタイト（Ap）を鏡下で識別し、ポイント・カウンターを用いて無作為に 200 個体を計数

してその量比を百分率で示した。なお、試料により重鉱物含有の少ないものは結果的に総数 200 個に

満たないことをお断りしておきたい。この際、一般に重鉱物含有の少ない試料は重液処理による重鉱物

の濃集を行うことが多いが、特に火山ガラスに包埋された重鉱物はみかけ比重が減少するため重液処理

過程で除外される危険性がある。さらに、風化による比重変化や粒径の違いが分析結果に影響を与える

懸念があるため、今回の分析では重液処理は行っていない。

(4) 火山ガラス形態分類

　前処理で作成した検鏡用薄片中に含まれる火山ガラス形態を、吉川（1976）※ 1 に準拠してＨ：扁

平型（Ha,Hb）、Ｃ：中間型（Ca,Cb）、Ｔ：多孔質型（Ta,Tb）に分類した。またこれらの形態に属さな

いものを、It：不規則型として一括し示した。なお、含有率を測定するため 200 個の粒子を測定した。

その過程で着色したものやスコリア質のもの、および亀ノ甲型と呼ばれる特異な形態をもつ火山ガラス

の有無もチェックした。さらに火山ガラスの水和現象を観察し、山下・檀原（1995）※ 2 に基づき水

和（hydration）やスーパーハイドレーション（super hydration）の程度についても、可能な限り半定

量的に記載した。

(5) 火山ガラスの屈折率測定

　前処理により調製された 120-250mesh(1/8-1/16mm) 粒径試料を対象に、温度変化型屈折率測定装

置（RIMS）※ 3、4 を用い火山ガラスの屈折率を測定した。測定に際しては、精度を高めるため原則と

して１試料あたり 50 個以上の火山ガラス片を測定するが、火山ガラスの含有の低い試料ではそれ以下

の個数となる場合もある。

　温度変化型屈折率測定法※ 5 は火山ガラスと浸液の屈折率が合致した温度を測定することにより、
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各浸液ごとに決められた浸液温度と屈折率の換算温度から、火山ガラスの屈折率を計算して求める方法

である。

　具体的な測定データは付編１第２図にデーターシートとしてまとめられ、以下に述べるように表示さ

れている。まず最上位に試料名（Series および Sample Name）が表示され、次に測定者名、Material は

対象鉱物名、Immersion Oil は測定に使用した浸液の種類を示す。カッコ内の式は浸液温度 t から浸液

の屈折率を算出するのに用いたものである。測定された屈折率値は最終的に Total の項にまとめられる。

count,min,max,range,mean,st.dev,skewness はそれぞれ屈折率の測定個数、最小値、最大値、範囲、平均

値、標準偏差、そして歪度である。屈折率の histogram の図は縦方向に屈折率を 0.001 きざみで表示し、

横方向にその屈折率をもつ火山ガラスの個数が表現される。* 一つが１個の火山ガラス片の測定結果を

示す。

２　結果および考察

　今回の分析結果は付編１第１～２図に示した。分析試料は M1L 面上の土壌試料１点のみであること

から、層位的な変化を考慮して解析することができず、考察は限られたものにならざるを得ないことを

お断りしておきたい。以下には各分析結果について、簡潔にコメントする。

(1) 全鉱物組成分析

　まず注目されるのは火山ガラスが 15％と比較的多く含まれることと、その形態が軽石型のものを主

とし、扁平（バブル・ウォール）型のものが 10％程度含まれていることである。軽鉱物は石英と斜長

石が主で全粒子の約半数に及び、カリ長石およびβ石英（ソロバン玉状の高温型結晶形をもつ）も含ま

れる。重鉱物は主要造岩鉱物を中心に、総数で 14.5％で、残りの粒子は岩片およびプラント・オパー

ルや火山ガラスの風化変質物である。

(2) 重鉱物分析

　最も多いのは不透明鉱物で 47.5％とほぼ半量に達する。次に優勢なのが GHb（緑色普通角閃石）で

33.5％に及び、その他に Opx（斜方輝石）・Bt（黒雲母）・Cpx（単斜輝石）が続き、微量のジルコンを含む。

(3) 火山ガラス形態分類

　多孔質型（繊維状および細発泡したもの）が全体の半分を占める。他は中間型（発砲が比較的粗いもの）

や扁平型（バブル ･ ウォール型）でほとんど占められ、以上のものに該当しない不規則型（It）として、

黒曜石の細破片状ガラスを少量含む。

(4) 火山ガラス屈折率測定

　火山ガラスの屈折率測定ヒストグラムには、明瞭なピークとして 1.507,1.502 および 1.499 の三つが

認められる。実はこれらの屈折率データは、それを構成する各火山ガラス片の形態および水和層厚を併

行して関連付け、火山ガラスのグルーピングに用いることが極めて重要である。以下にこれらの情報を

一覧表とし付編１表１に示す。

(5) 結論

　今回の分析結果からは限定的ではあるが、テフラに関する情報が得られ、特に火山ガラスの分析結果

と解釈は、今後の調査に方向性を与えるものと思われる。単純に含有火山ガラス量比から優占性を議論

することは難しいが、To-a、As-K が優勢で AT および K-Ah ガラスも少量含まれることは、①新旧の火

山ガラスが混在する、② AT ガラスが少量ながら含まれることを示す。したがって、これらの指標テフ
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ラの降灰層準を決定する作業を行うことで、より確実な層位認定に繋がることが示唆される。
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付編１表１　火山ガラスのグルーピングと年代および対比テフラ
AppendixNo.1 Table.1.　Comparison among grouping of volcanic glasses and volcanic tephras.



－ 147 －

付 編 1 　 テ フ ラ 分 析

①各データ集計

②保存用試料一覧表　　　　　　　　　　　　　　③火山ガラス屈折率測定結果一覧表

④テフラ分析結果表

付編１第１図　データシート（１）
AppendixNo.1 Fig.1.　Datasheet(1).
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付編１第２図　データシート（２）
AppendixNo.1 Fig.2.　Datasheet(2).


